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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成30年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

札幌市社会福祉協
議会の基本理念及
び札幌市の高齢者
施策、方針に基づき
適正な管理運営を
行うことができた。

▼設置目的を実現すべく、①札幌市社会福祉協議
会職員の専門性を活かした包括的な支援・サービス
の提供を行ない、誰もが平等にサービスを受けるこ
とができるよう支援する。②老人福祉センターを拠点
としたボランティア活動の充実と高齢者の社会に参
加する機会を提供する。③利用対象者のみならず、
地域の方々とも交流出来るような場を提供する、④
各区社会福祉協議会等関連機関との更なる連携強
化を図る。⑤老人福祉センター周辺の地域性による
臨機応変な取組を支援する。⑥講座・サークル活動
の取組を支援する。⑦更なる経費縮減を図る。の７
つの基本方針を策定し、その内容を職員全員が意
識し、取り組んでいる。

指定管理者評価シート

事業名 老人福祉センター運営管理費 所管課（電話番号） 保健福祉局高齢保健福祉部高齢福祉課（211-2976）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成４年４月 延床面積

名称

募集方法

札幌市厚別老人福祉センター 所在地 厚別区厚別中央１条７丁目

施設管理業務、各種相談業務、健康増進業務、教養講座業務、レクリエーション業務、老人デイ
サービス業務

（福）札幌市社会福祉協議会

平成30年４月１日～令和５年３月31日

所管局の評価

施設数：１施設

名称

老人に対する生活相談、健康相談、機能回復訓練及びレクリエーションの実施、職能訓練及び就
職の指導、老人デイサービス事業、浴室その他の施設を老人の使用に供すること

項　目 実施状況

１，５６１㎡

主要施設

老人に対する福祉の増進

大広間、職能訓練室、機能回復訓練室、浴室、娯楽室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターで実施している老人デイサービス事業において、利用者に
対し適切なサービスを提供していくためには、利用者と施設職員との間には継続的な人的信頼関
係が必要不可欠であり、指定管理期間の満了により指定管理者が変更されると、施設の管理運
営に重大な支障をきたし、利用者に不利益を与えるおそれがある。管理が良好に行われている法
人であるため、非公募とした。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

仕様書に沿って適
切な管理がなされ
ている。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

基本方針や重点取
組項目を策定し、適
正に取組むことがで
きた。

各種取組により、環
境への配慮に努め
た。

外部及び内部研修
を通して職員の資
質向上に努めた。
不祥事防止や法令
遵守を目的にミー
ティング等を実施
し、意識を高めるこ
とができた。

委託業務の履行確
認を適宜行い、適
正な管理を行った。

必要な情報の共有
を図り、管理水準の
維持向上に向けた
取組を行うことがで
きた。

▼適正な施設の維持管理を行うため、専門的な知識
が必要な業務を委託し、履行時の確認及び報告書
等の提出を求め、必要に応じて改善・指導を行った。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼「全ての利用者に対して、信条や性別・年齢、ある
いは社会的身分等によって、合理的な理由がなく利
用の制限や利用料金の減免や、不当な差別的取扱
いをすることなく公平中立な対応をする。」という方針
を策定し、平等利用に係る心構え及び重点取組項目
を事務室内に掲示するとともに、研修やミーティング
等により情報を共有し、関係法令の遵守の徹底や利
用者の視点に立ったサービスの提供を行った。

▼札幌市社会福祉協議会の環境保全行動計画に関
する要綱に基づき、エコ活動の推進に取組み、二酸
化炭素排出量の削減のため、光熱水費等を節約し、
環境への配慮に努めた。
▼廃食油回収ボックスを設置した。
▼デイサービス送迎の運転時はアイドリングストップ
や穏やかな発進等を実践し、エコドライブを推進し
た。
▼物品等はグリーン製品購入の推進に努めた。
▼環境へ配慮した取組に関して職員研修を行った。

▼指定管理業務仕様書どおり責任者・従事者を配置
した。
▼指揮命令系統、業務分担等を事務分掌にて定め
た。
▼研修計画に基づき、更なるサービスの向上のため
の職員研修を実施するとともに、その内容を全職員
に周知する等、人材育成に努めた。

▼札幌市社会福祉協議会で管理している施設の担
当者から施設長までの各職階ごとの会議を行い、適
時、日々の業務の課題や問題点、その対応方法に
ついて的確な情報交換を行うとともに、ネットワーク
システムにより各施設間において必要な情報共有を
図った。
▼業務の見直し改善を各種会議で図るとともに、札
幌市社会福祉協議会が管理する市有施設の施設長
が一堂に介し、各施設が抱える諸問題等について検
討を行う「定例施設長会議」等で情報の共有を図っ
た。

2



（様式３）

要望・苦情等につい
ては迅速かつ適切
に対応することがで
きた。

▼利用者ニーズに積極的に対応するため、２月にア
ンケート調査を行い、結果を掲示した。また、意見・
要望等については、可能な限り改善を行った。
▼記録・報告については定められた基準に基づき、
作成・報告を行った。
▼札幌市の実地検査の結果、意見があったことか
ら、その改善に取り組んだ。
　また、他の施設で指摘を受けた項目を適正に処理
できているかを確認するため、改善指導書に基づく
自己チェックも行った。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

・意見・要望等は整
理して今後のサー
ビス向上につなげる
ため、職員会議に
諮り改善を行った。
・実地検査の意見
については、すでに
改善しているが、今
後は適正な事務処
理を行っていきた
い。

▼札幌市社会福祉協議会苦情解決処理規程及び苦
情解決処理要領に基づき、適切に対応することとし
ている。また、必要に応じて苦情を解決していく過程
のなかに客観的な視点を入れることを目的とした外
部の有識者３名による「第三者委員」も設置してい
る。

協議・報告内容

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　要望・苦情対応

指定管理業務仕様
書に基づき、年２回
の協議会を開催し、
活発な意見交換を
行った。今後のセン
ター運営の参考に
したい。

＜協議会メンバー＞

・平成29年度管理業務報告及び平成
30年度事業計画について
・平成29年度利用者アンケート及び苦
情報告等について
・意見交換（市民サービスや管理水準
の維持向上）

第１回
平成30年
7月10日

・平成30年度管理業務中間報告
・平成30年度苦情報告等について
・意見交換（平成31年度に向けた取組
について）
・災害時の対応について

第２回
平成31年
２月18日

新さっぽろ町内会会長、福祉のまち推進センター
長、地域包括支援センター長、教養講座講師、サー
クル代表者、センター利用者、札幌市高齢福祉課職
員、館長、副館長

▼資金管理については、「資金管理運用規程」によ
り、資金の区分、運用の基本方針、運用対象等につ
いて定めており、資金の適正かつ効率的な管理運用
を行った。定期的に監事監査や公認会計士による外
部会計監査を導入している。
▼現金等の取扱いについては、「経理規程」に基づ
き、「経理事務の手引き」を定め、不適切な経理事務
の未然防止として、外部監査、内部監査、月末残高
照合を実施するとともに、日常的に現金実査を行っ
ている。

適切な管理を行っ
た。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（2）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼就業規則等については、各種関係法令を遵守す
るとともに、各職員に過度の負担がかからないよう勤
務割等に配慮した。また、札幌市社会福祉協議議会
は札幌市からワークライフバランス企業と認証され、
その実現に積極的に取組んでいる。

関係法令の遵守は
もちろん、勤務割も
希望により配置する
等、就業しやすい環
境づくりを行った。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▽　防災

▼定期的に避難誘導・通報等の訓練を実施した。
▼AED講習会を実施した。参加者43人
▼札幌市社会福祉協議会で平成27年４月に策定し
た「感染症予防マニュアル」に基づき、利用者への感
染対策を図った。
▼緊急時等におけるセンター連絡体制を作成し、最
短の時間で連絡可能な体制を確保した。
▼指定管理業務仕様書に適合した施設賠償責任保
険に加入した。
▼拾得物については、拾得物一覧簿に記載し、適切
に処理を行った。
▼突然の降雨時に傘の貸出しを行った。

利用者の安全を第
一に必要な配慮を
行い、安全確保に
取組んだ。また、傘
の貸出しは好評を
得ることができた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（4）事業の計
画・実施業務

▽　生活相談に関する業務

（うち参加者が30人以上であった回数：２回）

専門家等相談事業開催回数：３回

▼清掃、警備、施設保全、電気工作物、施設管理、
除雪業務は委託を行い、適正に管理を行った。
▼設備、機器類は委託による予防保全を行い、利用
に支障のないよう速やかに修繕を行った。
▼備品台帳を備え、適正かつ効率的な備品管理を
行った。
▼駐車場の管理については、適時見廻りを行い無断
駐車の防止と近隣の安全確保に努めるとともに、必
要に応じて館内放送等で案内・誘導を行った。
▼外構緑地に関しては、１日２回見廻り点検を実施
し、美観の保持、利用者の安全、防犯及び近隣への
配慮を維持した。

指定管理業務仕様
書に基づき、適切な
管理を行った。

▼指定管理業務仕様書に基づいた防災業務計画を
策定し、年２回（６月、11月）自衛消防訓練を実施し
た。
参加利用者数　６月：69人/11月：120人

指定管理業務仕様
書に基づき、適切な
防火管理を行った。

▼「高齢者向け住宅　探し方・選び方セミナー」を開
催した。参加人数33人
▼「初心者向けスマホ教室」を開催した。参加人数35
人
▼相続と遺言についてのセミナー「相続と遺言の終
活おてつだい（入門）」を開催した。参加人数18人

参加希望者は多数
であったことから取
上げた内容はニー
ズにあっていた。
今後は、「わかりや
すさ」等にもう少し
重点をおいた内容
にしたい。

法令を遵守し、職
員の良好な雇用
環境が維持できる
よう努めている。

利用者の安全確
保及び施設管理
について、良好に
行っている。
傘の貸出し等、利
用者の立場に
立った細やかな
サービスを行って
いる。

仕様書に沿って、
適切な業務を行っ
ている。
利用者の要望を
反映して講座内容
を検討し、多くの
方に参加いただけ
ている。
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▽　浴室業務

▽　健康増進、機能訓練に関する業務

講演・運動等事業開催回数：124回

利用者数：5,710人（男性：2,909人、女性：2,801人）

▽　教養講座に関する業務

（うち参加者が20人以上であった回数：69回）

平成29年度利用者数：3,745人

▼輪になってフォークダンス等を楽しむ「輪踊りダン
ス」を年23回開催した。延参加人数499人
▼転倒予防教室を年78回開催した。延参加人数
1,530人
▼ウォームシェア事業として体操教室である「健美
操」「いすヨガ」を開催した。延参加人数110人
▼「あへあほ体操」を年12回開催した。延参加人数
343人
▼健康セミナー（医師等の講話）を年6回、地域合同
で開催した。延べ参加人数140人
▼高齢者の体力の維持・向上・増進等訓練のため、
各種訓練機器を設置している。利用人数4,456人

・要望多数の「水彩
画」講座を新たに開
講したことによっ
て、利用者から好評
を得た。

（定員制講座のうち定員の70％以上申込みがあった
講座：８講座中、８講座）

月2回以上開催する健康増進に関する講座：６種類
実施

月2回以上開催する教養向上に関する講座：９種類
実施

昨年度は大規模修
繕工事で4か月間休
館、利用者数が減
少したが、今年度は
約1.5倍の利用者増
となった。

高齢者の健康維
持・増進を図るとと
もに、介護予防を踏
まえた、地域連携に
よる健康増進事業
を積極的に推進し
た。さらに自主的
サークルへの支援
も行うことができ
た。

定員制 自由参加 定員制 自由参加

健康ヨガ 健美操 水彩画 詩吟
骨盤体操 舞踊 絵手紙 カラオケ

社交ダンス 木彫 民謡
フラダンス ペン習字

茶道
書道

２種類 ４種類 ６種類 ３種類

月２回以上の健康増進講座 月２回以上の教養向上講座
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定員を設けているもののうち、定員の70％以上の申
込みがあったもの：２回中、２回

▼講座修了生の自主的サークル活動の支援や地元
町内会などの地域住民、老人クラブ等に空室を提供
して、施設の有効活用を図った。利用人数17,600人
▼地域活動応援講座として、地元小学校から小学生
が参加した「子供囲碁教室」を第１土曜日を除く毎週
土曜日に空室を利用して実施した。参加人数170人
▼地元住民の高齢者の交流の場として女性向け老
人クラブ「さわやかサロン」へ空室を開放した。参加
人数352人

レクリエーション・各
種行事ともに、前年
度よりも多くの方が
参加された。

▽　レクリエーション、各種行事の開催等に関する業務

▽　高齢者の活動支援及び地域開放に関する業務

▼レクリエーション参加人数：31,035人

▼各種行事参加人数：2,345人

実施内容：読書、卓球、囲碁、将棋、オセロなど開館
日に娯楽室等を開放し、利用者相互の交流の場を
提供した。

▼春季行事として、「演芸発表会」「民謡発表会」「囲
碁大会」「卓球大会」「百人一首かるた大会」を実施し
た。参加人数354人
▼地元町内会・老人クラブとの合同行事として、「納
涼盆踊り大会」を開催した。参加人数74人
▼高齢者福祉週間行事として、「演芸発表会」「民謡
発表会」」「囲碁大会」「卓球大会」「（社交）ダンスを
楽しむ会」「秋のお茶会」を実施した。参加人数380人
▼講座及びサークルの作品発表の場として、作品展
示会である「文化祭作品展」「卒業作品展」を実施し
た。見学者数725人
▼年末行事として、「Xmas（社交）ダンスパーティー」
「年末演芸の集い（演芸発表会）」を実施した。参加
人数214人
▼新春行事として、「新春初釜」「新春かるた大会」を
実施した。参加人数115人
▼近隣大学生との交流行事として、「国際大学卓球
交流会」を実施した。参加人数41人

地域活動の拠点と
なるよう積極的に施
設の開放を行った。

利用者数：目標　5,020人、実績4,752人
▼送迎、健康チェック、食事、入浴、排泄、心身機能
の回復・維持、個別機能訓練、介護予防サービス、
相談助言や、関係機関等との必要な連絡を随時実
施した。
▼個別機能訓練加算を新規に取り入れた。
▼季節にあった行事を取り入れ、野外活動や各種レ
クリエーションを実施。行事には全家族や個別に必
要と思われる家族に働きかけ参加してもらえる企画
を実施した。
▼地元中学校に就業体験の場として提供した。

利用者数は目標値
に届かなかったが、
新規に個別機能加
算を取り入れたこと
によって、希望する
利用者の身体機能
維持向上に寄与し
た。

▽　老人デイサービス事業に関する業務

定員制行事名 定員数 申込数 申込率

秋のお茶会 70 68 97%

新春初釜 70 80 114%
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▽　利用促進の取組

（全回から継続指定のため、引継業務なし）

▽　利用件数等

全体 54,500

4,260 5,710

53,11236,014

H30年実績

▽　引継ぎ業務

人数(人）

▽　その他設置目的に関する業務

（5）施設利用
に関する業
務 H29年実績H30年計画

他機関と連携し効
果的な広報業務
を行っている。

▼社会貢献として、福祉を志す学生や看護実習生等
を積極的に受け入れた。延受入人数121人
▼近隣中学校の「就業体験」を積極的に受け入れ
た。延受入人数19人
▼近隣小学校との交流行事（短編劇の発表やゲー
ム、メッセージカードのプレゼント等）を実施した。参
加人数117人
▼文化創作活動の発表と文芸を通しての交流を目
的として、老人福祉センター利用者から俳句・短歌等
の作品を募集し、合同文集「輝き」を発行した。
▼札幌市の委託事業として、札幌市介護予防自立
支援事業「いきいきサポーター養成教室」及び「くら
し・はつらつ応援教室」を実施した。

社会貢献や介護予
防事業等の各種取
組みを行い、情報
の発信により福祉
の増進を図ってい
る。厚別区社会福
祉協議会をはじめ、
地域包括支援セン
ター等地域にある
団体との連携を行う
ことで、相談内容に
応じた関係機関を
紹介し、地域福祉
の充実に貢献でき
るよう努めた。

人数(人）浴室 3,745

▼全施設アンケートを実施し、利用者ニーズの把握
に努めた。
▼利用者を委員に加えた運営協議会を開催し、適切
な施設運営の参考とした。
▼地域協働行事や地域児童を対象とした囲碁教室
の実施など施設PRを図った。
▼利用者の意見要望などタイムリーなニーズを把握
するため、ご意見箱を設置した。
▼毎月、福祉のまち推進センターや地元町内会に館
内新聞を届けPRを図った。
▼施設PRの為、新年度講座のご案内と合わせて、
老人福祉センターのPRチラシを作成し、厚別区内全
域の町内会にて回覧を行った。

平成29年度は大規
模修繕に伴う4か月
間の休館のため、
今年度は必然的に
利用者数は増加し
ているが、全体利用
人数は計画を上回
ることが出来なかっ
た。浴室利用者数
は、館内掲示やチラ
シ等でPRを積極的
に行ったことによっ
て計画を上回ること
ができた。

▼ホームページによりタイムリーな情報を積極的に
提供した。
▼教養講座募集時、厚別区内全域にご案内チラシ
の回覧を実施した。
▼他の老人福祉センターの広報誌を希望される方に
配付できるようにし、利便性を高めるとともに広報活
動の強化を図った。
▼町内会用の広報誌「厚別老人福祉センターからの
お知らせ」を作成し、月１回配付しPRを行った。
▼福祉のまち推進センターの独居老人の見守り事
業に協力すべく、当施設の利用等に関するチラシを
作成し、月１回配布してPRを行った。
▼ウェブアクセシビリティ基本方針を策定するととも
に取組確認を実施し、2019年4月1日に公開した。

センター便りの配
布、各種会議にお
ける施設の役割を
説明する等、積極
的に施設ＰＲを図っ
た。
講座募集案内の町
内会のチラシ配布
によって、新規利用
者の掘り起しに繋
がった。

積極的なPRを行
い、浴室利用者数
は計画を大幅に
上回っている。今
後も効果的な取組
を検討し、利用促
進につなげてほし
い。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免0件、　還付0件
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・

・

・

・

教養講座に関する満足度：

目標：80％、結果：利用者→91.49％、家族→100％、
接遇→95.74％

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

【要望】
新しい講座（体操・健康に関する講座）を開講して欲
しい。皮革講座を再開して欲しい。
【対応】
講師選定等の兼ね合いもあるため、随時検討してい
く旨を説明した。
【要望】
館内のどこに何があるかをもっと詳しく教えて欲し
い。
【対応】
新しく館内図を作成し、館内掲示を行うとともに、
ホームページに掲載を行った旨を説明した。

専門家相談に関する満足度：

健康増進・機能訓練に関する満足度：

実施方
法

平成31年2月4日（月）から同年2月18日（月）の期間に
厚別老人福祉センターを利用された方を対象にアン
ケート用紙を配布し、記入していただいた。
　配布数330枚　回収310枚（回収率93.9％）
（デイサービス回収47枚（目標値43枚以上）、家族22
枚）

・通所介護等に関する満足度：

・総合的な満足度：

今年度も310枚と多
くの方に協力を得る
ことができた。
また、満足度につい
ては「専門家相談に
関する満足度」を除
き目標値に達するこ
とができ、多くの利
用者様に満足して
いただけるような施
設運営を目指した
結果であると思わ
れる。

目標：67％、結果：83.99％

２　自主事業その他

▽　自主事業

・職員の接遇に関する満足度：

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

結果概
要

レクリエーション・各種行事に関する満足度：

目標：72％、結果：86.73％

▼飲料の自動販売機を設置し、利用者の利便提供を図った。
手数料収入　　194,933円

他の一部の老人福
祉センターにある喫
茶コーナーに代わ
るカップ式自販機を
設置しており、利用
者への利便提供を
行った。

▼清掃業務を障がい者団体に委託した。
▼施設修繕及び物品購入は市内業者を中心に発注した。
▼障がい者団体に週１回手作りパンの販売場所を提供した。

市内企業を活用す
る他、福祉施策へ
の配慮を心掛け、
実践できた。

札幌市の施策に
沿った業務を実施
している。

概ね目標値以上
の満足を得てい
る。
専門家相談事業
については、利用
者のニーズの把
握に努め、満足度
の向上を目指して
ほしい。
その他の事業に
ついては、今後も
利用者の意見や
要望を聞き取りな
がら継続してほし
い。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

目標：80％、結果：76.83％

目標：80％、結果：80.59％

目標：80％、結果：90.89％

目標：80％、結果：96.51％
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

1,000

▼利用料金収入は、地震による休館等の影響により、計画より
1,779千円の減となった。
▼指定管理業務支出は、収入の減に伴う光熱水費の適正執行
等により、計画より2,246千円の減となった。

▲ 1,770

指定管理業務収入

443 350

41,565 41,565 0

利用料金

1,467

純利益 0 0 0

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

利用料金収入が減
収となったため支出
を抑制し、収支バラ
ンスをとるよう努め
た。

79,319 77,447 ▲ 1,872

37,311

指定管理費

項目

収入 79,487 77,717

４　収支状況

H30年度計画 H30年度決算

▽　収支

指定管理業務支出 78,385 76,139

差（決算-計画）

（千円）

震災による休館の
影響から利用収
入が減じたが、支
出の適正執行に
よりバランスのと
れた収支となって
いる。

収入-支出 1,000 1,467 467

自主事業支出 102 111 9

35,532 ▲ 1,779

▲ 2,237

▲ 93

・運営管理は、指定管理費及び通所介護事業の介護保険収入で行わ
れており、支出の抑制も図りながら、収支のバランスをとり、安定した経
営を行っている。

・個人情報保護については、札幌市社会福祉協議会の「個人情報保護
方針」及び「個人情報の保護に関する規程」に基づき適正に対応してい
る。
・情報公開については、札幌市社会福祉協議会の「情報公開規程」に
基づき透明性の確保に努めている。なお、請求は０件であった。
・暴力団の排除については、札幌市暴力団の排除の推進に関する条例
に基づき、施設を暴力団の活動に使用させないことや、協定に関する契
約については暴力団員や暴力団関係事業者を相手方としないように努
めている。なお、暴力団関係と思われる相手方の利用や契約の実績は
なかった。

467

利益還元 0

法人税等

76,250

▲ 2,246

支出 78,487

自主事業収入 168 270 102

その他

9



（様式３）

Ⅲ　総合評価

来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価

施設の目的に沿って、適切な運営管理を行っている。
地域や子どもたちとの交流事業を継続して実施し、地域
福祉に寄与したと認められる。
今後は利用者のニーズを的確に把握し、各種事業の利
用者満足度の向上を図るよう努めてほしい。

管理業務仕様書及び事業計画書に沿った事業運営を
順調に実施した。町内会、老人クラブによる共催行事の
実施、子供囲碁教室、町内会活動等地域への積極的な
空室開放、介護予防等に係る事業などを開催したことに
より、当センターを地域・市民の活動の拠点として広く活
用することができた。
また、厚別区内全域の町内会に厚別老人福祉センター
のチラシを回覧することで、老人福祉センターの認知を
広めることができた。
今後も更に誰でも気楽に利用でき、アットホームな魅力
あるセンター作りへの積極的な取組みを行い、利用増を
図っていくことに努める。

来年度以降も引き続き「健康セミナー」や、健康に関する
体操教室等を開催し、施設利用者をはじめ、老人クラブ
や地域住民との交流を促進していく。
また、札幌市介護予防自立支援事業の「くらしはつらつ
応援教室」を出前講座として、厚別区内の地区会館で実
施し、厚別老人福祉センターのＰＲを図っていきたい。
さらに、ニーズの高いスマートフォンの使用方法や注意
すべきことなどを学ぶ「スマホ教室」や、遺言・相続につ
いてを学ぶ「遺言・相続セミナー」等の専門家等相談事
業を積極的に開催し、利用促進に取組みたい。
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